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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第11期

第２四半期連結
累計期間

第12期
第２四半期連結
累計期間

第11期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （百万円） 53,646 48,454 108,955

経常利益 （百万円） 3,232 2,026 6,171

四半期（当期）純利益 （百万円） 1,899 1,209 3,030

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,938 1,297 3,059

純資産額 （百万円） 41,511 42,677 42,262

総資産額 （百万円） 112,865 113,080 115,263

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 6.30 4.01 10.04

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 36.7 37.6 36.6

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 2,754 790 11,309

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △2,135 △2,760 △4,281

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △829 2,364 △7,473

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 3,395 3,574 3,186

 

回次
第11期

第２四半期連結
会計期間

第12期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 2.09 2.20

（注）１．四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載していない。

２．売上高には、消費税等は含まれていない。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していな

い。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はない。また、主要な関係会社における異動もない。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はない。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はない。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項については、提出日現在において判断したものである。

 

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気は緩やかな回復基調が続いたが、企業収益や設備投資には

弱い動きも見られ、海外景気の下振れリスクが依然として存在する状況で推移した。

このような状況のもと、当社グループの業績は、主力のコークス事業において、原料炭価格の下落等の影響を受け

て販売価格が下落したことなどにより、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は、前年同期比51億９千１百万円減

少の484億５千４百万円となった。

また、利益面では、原料コスト削減のために低品位原料炭の使用拡大などに取り組んだものの、割高な原料炭在庫

の使用影響などにより、連結営業利益は、前年同期比10億５千８百万円減少の25億８千８百万円、連結経常利益は、

前年同期比12億５百万円減少の20億２千６百万円となった。

　なお、四半期純利益は、前述の理由のほか、法人税等の影響により、前年同期比６億９千万円減少の12億９百万円

となった。

 

（セグメントの概況）

　コークス事業については、前述の理由などにより、売上高は、前年同期比44億１百万円減少の282億２千９百万

円、営業利益は、前年同期比11億３千７百万円減少の22億１千３百万円となった。

　燃料販売事業については、売上高は、前年同期比２億２百万円減少の134億９千４百万円、営業利益は、前年同

期比１億８百万円増加の９億１千４百万円となった。

　総合エンジニアリング事業については、売上高は、前年同期比７億６千万円減少の38億７千３百万円、営業損失

は、１千１百万円（前年同期は１億２千４百万円の営業利益）となった。

　その他については、売上高は、前年同期比１億７千２百万円増加の28億５千７百万円、営業利益は、前年同期比

６千万円増加の１億８千４百万円となった。

 

(2)財政状態の分析

　　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、1,130億８千万円となり、前連結会計年度末に比べ21億８千３百万円減

　少となった。増減の主なものは、商品及び製品の増加13億２千７百万円、受取手形及び売掛金の減少17億２千５百万

　円、機械装置及び運搬具の減少12億５千万円等である。

　　当第２四半期連結会計期間末の負債は、704億３百万円となり、前連結会計年度末に比べ25億９千７百万円減少と

　なった。増減の主なものは、短期借入金の増加40億１千万円、支払手形及び買掛金の減少41億１千６百万円、未払法

　人税等の減少10億３千６百万円、長期借入金の減少７億４百万円等である。

　　当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ、利益剰余金の増加などにより、４億１千４百

　万増加の426億７千７百万円となった。
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(3) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ、１

億７千９百万円増加の35億７千４百万円となった。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりである。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、７億９千万円となった。これは主に、減価償却費33億３千５百万円、税金等調整

前四半期純利益18億９百万円、売上債権の減少額17億２千６百万円などによる資金の増加に対し、仕入債務の減少額

41億１千７百万円、法人税等の支払額14億６百万円などによる資金の減少があったことによるものである。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、27億６千万円となった。これは主に、固定資産の取得による支出27億６千５百万

円があったことによるものである。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は、23億６千４百万円となった。これは主に、短期借入れによる収入784億円、長期

借入れによる収入33億円５千５百万円に対し、短期借入金の返済による支出743億８千７百万円、長期借入金の返済

による支出40億６千２百万円があったことによるものである。

 

(4) 事業上および財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において新たに発生した事業上および財務上の対処すべき課題はない。

 

(5) 研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間に支出した研究開発費の総額は、５千１百万円である。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はない。

 

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因および経営戦略の現状と見通し

　これまで当社グループの収益を支えてきたコークス事業の環境は、国内景気の回復や円安効果によって足元では生

産が回復し、コークスの外部調達需要も増加傾向にあるものの、中国の景気減速に伴う粗鋼生産の停滞と中国産コー

クスの輸出関税撤廃等の影響から、再び、安価な中国産コークスが日本へ輸出される事態が生じており、国内鉄鋼

メーカーの活況とは裏腹に厳しい状況に陥っている。

　加えて、中期的には中国華南地区、東南アジア地区での新規製鉄所の建設が進んでいることから、東アジア地区の

鉄鋼業界の競争が厳しくなり、その余波を受ける懸念も生じている。

　このような経営環境のなかで、従前と同じ収益を維持・拡大するためには、以下の課題の克服が不可欠と認識して

いる。

　基幹事業であるコークス事業については、マーケット対応力の強化と収益体質の確立が課題であり、そのため、　

①製造原価の大半を占める原料炭コストについて、「原料炭調達ソースの多様化・分散化」、「原料炭最適配合（低

品位炭の活用拡大）の継続的な取り組み」、「輸送船大型化」等によりコスト削減のための施策を実施、②競争力強

化のための収益改善投資、安全・安定操業のための老朽更新投資等の継続実施、③コークス工場の高稼働率維持、　

④競争力あるコークス工場を作り上げるための業務全般の見直し、等を推し進めていく。

　また、非コークス事業による多面的な利益構造への転換のため、①化工機事業の収益基盤を早期に再構築、②燃料

販売事業の拡販・シェア拡大、③グループ各社の収益力の強化、等を推し進めていく。

　これらの課題の克服を通じて、収益力を強化し、事業収益による財務体質の更なる充実を図る。

 

(7) 資本の財源および資金の流動性についての分析

　当社グループの主な資金需要は、設備投資、原材料・商品等の仕入代金の支払、販売費および一般管理費の支払、

借入金の返済および法人税等の支払等である。

　当社グループは、事業活動に必要な資金を、営業活動によるキャッシュ・フロー、借入金によって継続的に調達す

ることが可能であると考えている。

　また、当第２四半期連結会計期間末現在、短期借入金（１年以内に返済予定の長期借入金を含む）の残高は190億

７千５百万円、長期借入金の残高は225億２百万円である。

(8) 経営者の問題意識と今後の方針について

　当社グループは、主力であるコークス事業のより一層の競争力強化と、多面的な利益構造への転換による更なる財

務体質強化をはかるとともに、主要株主かつ主要な取引先である新日鐵住金株式会社および住友商事株式会社との提

携関係を強化し、当社の収益および経営の安定化を実現することで、企業価値の一層の向上を目指していく方針であ

る。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 1,080,000,000

計 1,080,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年11月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式  302,349,449  302,349,449
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 302,349,449 302,349,449 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はない。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　　　該当事項はない。

 

（４）【ライツプランの内容】

　　該当事項はない。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増減
額（百万円）

資本準備金残高
（百万円）

平成26年７月１日～

　平成26年９月30日
－ 302,349,449 － 7,000 － 1,750
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（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

新日鐵住金株式会社 東京都千代田区丸の内2-6-1 65,628,595 21.70

住友商事株式会社 東京都中央区晴海1-8-11 65,628,595 21.70

株式会社神戸製鋼所 兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通2-2-4 9,228,500 3.05

日新製鋼株式会社 東京都千代田区丸の内3-4-1 4,614,000 1.52

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内1-1-2 3,772,181 1.24

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社（信託口）

東京都港区浜松町2-11-3 3,590,000 1.18

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海1-8-11 3,462,700 1.14

THE CHASE MANHATTAN BANK, N.A.

LONDON SECS LENDING OMNIBUS

ACCOUNT

WOOLGATE HOUSE, COLEMAN STREET LONDON

EC2P 2HD, ENGLAND
3,121,800 1.03

株式会社商船三井　 東京都港区虎ノ門2-1-1 2,513,000 0.83

三井金属鉱業株式会社 東京都品川区大崎1-11-1 2,307,000 0.76

住友金属鉱山株式会社 東京都港区新橋5-11-3 2,307,000 0.76

計 － 166,173,371 54.96

　（注）上記所有株式のうち、信託業務に係る株式は、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）3,590,000

株、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）3,462,700株である。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     627,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 301,561,200 3,015,612 －

単元未満株式 普通株式     160,349 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 302,349,449 － －

総株主の議決権 － 3,015,612 －

（注）上記「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式6,000株が含まれている。また、

　　　「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数60個が含まれている。

 

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

日本コークス工業株式会社
東京都江東区豊洲

３－３－３
627,900 － 627,900 0.20

計 － 627,900 － 627,900 0.20
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２【役員の状況】

　該当事項はない。

 

EDINET提出書類

日本コークス工業株式会社(E00030)

四半期報告書

 9/24



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成している。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで）および第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,203 3,592

受取手形及び売掛金 11,209 9,483

商品及び製品 6,993 8,321

仕掛品 630 806

原材料及び貯蔵品 9,199 8,473

その他 3,065 2,561

貸倒引当金 △17 △15

流動資産合計 34,284 33,223

固定資産   

有形固定資産   

機械装置及び運搬具 68,711 70,048

減価償却累計額 △43,169 △45,757

機械装置及び運搬具（純額） 25,541 24,291

土地 38,975 38,818

その他 22,570 23,300

減価償却累計額 △13,523 △13,849

その他（純額） 9,047 9,451

有形固定資産合計 73,564 72,561

無形固定資産   

その他 673 658

無形固定資産合計 673 658

投資その他の資産   

その他 6,755 6,651

貸倒引当金 △13 △13

投資その他の資産合計 6,741 6,637

固定資産合計 80,979 79,857

資産合計 115,263 113,080
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 16,742 12,625

短期借入金 15,064 19,075

1年内償還予定の社債 14 14

未払法人税等 1,528 491

賞与引当金 759 768

関係会社整理損失引当金 387 387

受注損失引当金 15 19

その他 6,209 5,732

流動負債合計 40,720 39,114

固定負債   

社債 72 65

長期借入金 23,207 22,502

退職給付に係る負債 4,641 4,509

役員退職慰労引当金 48 47

環境対策引当金 2,993 2,993

その他 1,317 1,170

固定負債合計 32,281 31,289

負債合計 73,001 70,403

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,000 7,000

資本剰余金 1,750 1,750

利益剰余金 33,868 34,194

自己株式 △106 △106

株主資本合計 42,511 42,837

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 37 44

繰延ヘッジ損益 △142 △152

為替換算調整勘定 115 141

退職給付に係る調整累計額 △370 △306

その他の包括利益累計額合計 △358 △273

少数株主持分 109 112

純資産合計 42,262 42,677

負債純資産合計 115,263 113,080
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 53,646 48,454

売上原価 47,060 42,913

売上総利益 6,586 5,540

販売費及び一般管理費 2,939 2,952

営業利益 3,646 2,588

営業外収益   

受取配当金 162 75

その他 160 76

営業外収益合計 323 152

営業外費用   

支払利息 366 305

その他 371 409

営業外費用合計 737 714

経常利益 3,232 2,026

特別利益   

固定資産売却益 54 49

その他 18 0

特別利益合計 72 50

特別損失   

固定資産除却損 301 225

その他 89 42

特別損失合計 391 267

税金等調整前四半期純利益 2,913 1,809

法人税、住民税及び事業税 829 352

法人税等調整額 202 245

法人税等合計 1,032 597

少数株主損益調整前四半期純利益 1,880 1,212

少数株主利益又は少数株主損失（△） △18 2

四半期純利益 1,899 1,209
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,880 1,212

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 7 6

繰延ヘッジ損益 32 △10

為替換算調整勘定 16 25

退職給付に係る調整額 － 64

その他の包括利益合計 57 85

四半期包括利益 1,938 1,297

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,957 1,295

少数株主に係る四半期包括利益 △18 2
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,913 1,809

減価償却費 3,269 3,335

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △1

賞与引当金の増減額（△は減少） 31 8

関係会社整理損失引当金の増減額（△は減少） △2 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 17 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △32

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △109 △1

環境対策引当金の増減額（△は減少） △35 －

受注損失引当金の増減額（△は減少） － 4

受取利息及び受取配当金 △176 △89

支払利息 366 305

固定資産除却損 301 225

固定資産売却損益（△は益） 18 △35

売上債権の増減額（△は増加） 1,683 1,726

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,404 △775

その他の資産の増減額（△は増加） △41 120

仕入債務の増減額（△は減少） △5,796 △4,117

未払消費税等の増減額（△は減少） △204 346

その他の負債の増減額（△は減少） △460 △388

その他 149 △20

小計 3,329 2,419

利息及び配当金の受取額 176 83

利息の支払額 △375 △305

法人税等の支払額 △376 △1,406

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,754 790

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △0 △2

定期預金の払戻による収入 60 1

固定資産の取得による支出 △2,261 △2,765

固定資産の売却による収入 263 202

その他の投資の回収による収入 72 24

その他 △270 △221

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,135 △2,760
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  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 108,411 78,400

短期借入金の返済による支出 △104,186 △74,387

長期借入れによる収入 180 3,355

長期借入金の返済による支出 △4,285 △4,062

社債の償還による支出 △7 △7

配当金の支払額 △905 △905

その他 △36 △30

財務活動によるキャッシュ・フロー △829 2,364

現金及び現金同等物に係る換算差額 4 △5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △206 388

現金及び現金同等物の期首残高 3,601 3,186

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,395 ※ 3,574
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　　該当事項はない。

 

（会計方針の変更）

　（退職給付に関する会計基準等の適用）

　　　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

　　う。）および「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。

　　以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文および退職給付適用指針第67項本文に

　　掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準

　　から給付算定式基準へ変更し、割引率の決定方法についても、従業員の平均残存勤務期間に基づく割引率か

　　ら、退職給付の支払見込期間および支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法

　　へ変更している。

　　　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２

　　四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務および勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余

　　金に加減している。

　　　なお、当該会計基準等の適用が連結財務諸表に与える影響は、軽微である。

 

（会計上の見積りの変更）

　　該当事項はない。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　　該当事項はない。

 

（追加情報）

　　　　該当事項はない。
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（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

　連結会社以外の会社の金融機関等からの借入等に対し、債務保証を行っている。

前連結会計年度
（平成26年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成26年９月30日）

㈱三井三池製作所 225百万円 ㈱三井三池製作所 187百万円

ひびき灘開発㈱ 134 ひびき灘開発㈱ 122

計 359 計 309

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

―――――― ――――――

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

現金及び預金勘定 3,560百万円 3,592百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △16 △18

引出制限付預金 △148 －

現金及び現金同等物 3,395 3,574
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 905 3.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日

定時株主総会
普通株式 905 3.00 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

　　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント

その他

（注１）
合計額

調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）
 コークス事業 燃料販売事業

総合エンジニ
アリング事業

計

売上高         

(1)外部顧客への

売上高
32,630 13,696 4,634 50,961 2,684 53,646 － 53,646

(2)セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ － 585 585 161 746 △746 －

計 32,630 13,696 5,219 51,546 2,846 54,393 △746 53,646

セグメント利益 3,350 805 124 4,280 123 4,404 △757 3,646

　　　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運輸荷役事業、不動産販

　　　　　　売・賃貸事業等を含んでいる。

　　　　２．セグメント利益の調整額△757百万円は、セグメント間取引消去９百万円、各報告セグメントに配分し

　　　　　　ていない全社費用△766百万円である。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であ

　　　　　　る。

　　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）

　　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント

その他

（注１）
合計額

調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）
 コークス事業 燃料販売事業

総合エンジニ
アリング事業

計

売上高         

(1)外部顧客への

売上高
28,229 13,494 3,873 45,597 2,857 48,454 － 48,454

(2)セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ － 579 579 132 711 △711 －

計 28,229 13,494 4,452 46,176 2,989 49,166 △711 48,454

セグメント利益又は

損失（△）
2,213 914 △11 3,115 184 3,300 △711 2,588

　　　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運輸荷役事業、不動産販

　　　　　　売・賃貸事業等を含んでいる。

　　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△711百万円は、セグメント間取引消去10百万円、各報告セグ

　　　　　　メントに配分していない全社費用△722百万円である。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

　　　　　　一般管理費である。

　　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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（金融商品関係）

　　　当第２四半期連結会計期間末（平成26年９月30日）

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認められな

いため、記載していない。

 

（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成26年９月30日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認められな

いため、記載していない。

 

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成26年９月30日）

　デリバティブ取引の契約額その他の金額に前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認められないため、記載

していない。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 6円30銭 4円01銭

（算定上の基礎）   

　四半期純利益金額（百万円） 1,899 1,209

　普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

　普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,899 1,209

　普通株式の期中平均株式数（株） 301,727,337 301,722,360

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はない。
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２【その他】

　該当事項はない。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項なし。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成２６年１１月１３日

日本コークス工業株式会社

代表取締役社長　西尾　仁見　殿

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 内田　英仁　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 水野　友裕　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山村　竜平　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本コークス

工業株式会社の平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２６

年７月１日から平成２６年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２６年４月１日から平成２６年９月３０

日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計

算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本コークス工業株式会社及び連結子会社の平成２６年９月３０日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管している。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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